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(様式第２号) 

 監  委  第 ８９ 号 

         令和４年１月１３日 

太 田 市 長  清 水 聖 義 様  

太田市議会議長  斎 藤 光 男 様  

          

太田市監査委員 高 橋 嘉一郎 

太田市監査委員 大 川 陽 一 

 

 

定 期 監 査 結 果 報 告 書 

（秘書室・企画部・福祉こども部・会計課） 

 

 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき定期監査を執行したので、その結果を同条第９項の規 

定により次のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 監査の基準   太田市監査基準 

 

２ 監査の種類   定期監査 

 

３ 監査の対象   秘書室 

企画部（企画政策課、行革推進課、人事課、コンプライアンス推進室、国際課、 

          情報管理課、広報課） 

福祉こども部（社会支援課、障がい福祉課、高齢者福祉施設課、こども課、 

          子育てそうだん課、児童施設課、社会福祉法人監査室） 

 会計課 

 

４ 監査の着眼点  （１）契約の方法及び事務手続きは適正か。 

          （２）公印の管理は適正か。 

          （３）補助金等の事務は適正か。 

 

５ 監査の実施内容 

（１）監査の方法 

    定期監査の実施にあたっては、各監査対象における令和３年度（監査基準日：令和３年１０ 

   月３１日）の財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理状況について、所属長及び 
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   関係職員から説明を求め、関係諸帳簿を調査した。 

 

（２）監査の期間 

    令和３年１１月２６日から令和３年１２月１４日まで 

 

６ 監査の結果 

   秘書室、企画部、福祉こども部及び会計課における予算の執行状況及びその他財務に関す

る事務の執行状況は、上記のとおり監査した結果、おおむね適正なものと認められた。 

   今回の監査では、事務処理において留意すべき事項が一部見受けられたので、該当の所属長に

対し再発防止を指示した。 

 

７ 意見 

   社会情勢の大きな変化により、長期計画の策定が難しい状況になっています。変化に柔軟に対

応できるよう積極的に組織を横断して政策立案を行い、効率的かつ効果的な行政運営を進めてく

ださい。 

 


